国際連携2022-2-02

2022年度第1回業界横断EDIタスクフォース 議事録




　
 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2022年8月22日（月）13:30～15:00
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　幸田　周平
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　徳　　正芳
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
幹事会員　　斉藤　孝平　　株式会社NTTデータ経営研究所

幹事会員　　柳　　紀夫 　 日本電気株式会社
正　会員　　岡村　俊也　　株式会社グローバルワイズ
正　会員　　佐合　翔平　　株式会社グローバルワイズ

正　会員　　鬼頭　達志　　株式会社グローバルワイズ

正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　小黒　京　　　富士通Japan株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　森　　安代　　NECソリューションイノベータ株式会社
賛助会員    野田　和巳  　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者15名
４．議事概要　
2022年度第1回国際連携タスクフォース会議は、以下の議事を行った。
（資料：国際連携2022-1-01第1回国際連携タスクフォース会議議事次第）
４－１．2022年度国際連携タスクフォース活動スケジュール
　事務局菅又より、第1回技術手法委員会で承認された活動スケジュールの説明が行われ、それを確認した。 
（資料：国際連携2022-1-02 2022年度国際連携タスクフォース活動予定）
４－２．AFACT中間会議報告
　事務局菅又より、JASTPRO専門調査員奥山氏作成の資料に基きAFACT中間会議の報告・審議事項についての紹介が行われた。

（資料：国際連携2022-1-03 AFACT中間会議報告）
· 7月28日にAFACT中間会議が開催された。
· 2022年は日本がホスト国で、今回は8国・地域（インド、オーストラリア、シンガポール、タイ、バングラデシュ、マレーシア、中華台北、日本）及び国連ESCAPから約40人が出席した。
· AFACTの貿易プラットフォーム間連携のための調査の一環として、TradeWaltzとContourのプレゼンテーションを各々事業会社より説明いただき、JASTPROからは経済産業省が進める「貿易分野デジタル化の在り方等に係る調査」を紹介した。加えて、技術分野におけるAI eNegotiationの使用例や国連CEFACTのAPIプロジェクトの進捗状況、国連CEFACT観光部門の各種プロジェクト進捗状況が共有された。
４－３．国連CEFACT総会予定 
　事務局菅又より、10月10日～11日に予定されている国連CEFACT総会につき、審議予定事項及びアジア太平洋地域ラポータ報告の紹介が行われた。
（資料：国際連携2022-1-04国連CEFACT総会議事次第）
（資料：国際連携2022-1-05 国連CEFACT総会：アジア太平洋地域ラポータ報告）
· 国連CEFACT総会のアジェンダが紹介された。日本が関わっている案件は次の通り。
· アジア太平洋地域ラポータ報告
· メッセージ構築規則（CCBDA）

· XMLメッセージ設計規則（DNR）

· 旅行／観光体験プログラムBRS

· 旅行／観光体験プログラム・エグゼカティブガイド

· 電子交渉BRS

· 電子交渉ガイドライン（エグゼカティブガイド）
【審議】
· 国連CEFACT事務局より、電子交渉ガイドラインについての編集コメントが寄せられており、至急に対応する必要がある（国内の編集チームが対応予定）。
４－４．国連CEFACT API化プロジェクト
　事務局菅又より、国連CEFACTで進められているAPI化プロジェクトの進捗状況につき、資料に基き紹介された。
（資料：国際連携2022-1-06 国連CEFACT API化計画）
（資料：国際連携2022-1-07 JSONメッセージ設計規則（NDR））
（資料：国際連携2022-1-08 API設計規則）
· JSONメッセージ設計規則（NDR）は公開レビューが完了し、近々発行される見込み。
· JSON-LDボキャブラリプロジェクトは着々と進められており、成果はGitHubにアップロードされている。
· API設計規則プロジェクトが開始され、現在ドラフト作成中。
【審議】
· 各プロジェクトのマイルストーンはどうなっているか。
＝＞一連のAPIプロジェクト2023年4月（プロジェクト承認＋11か月）公開を目標にしている。
４－５．ISO TC154進捗報告
　事務局菅又より、ISO TC154関連プロジェクトの進捗状況につき、資料に基き紹介された。
（資料：国際連携2022-1-09 ISO TC154進捗報告）
· OASIS及びOAGiより、ebXML関連標準の拡張提案が行われている。
· 電子ビジネスのための企業モデルパターン（ISO 5054 Enterprise Canonical Model ）（OAGi提案）
· ebXMLレジストリ・リポジトリ（ISO 15000-3 Registry and Repository )改訂提案（OASIS提案）
· ブロックチェーン関連プロジェクトが多数提案されている。
· Smart Contract（韓国提案）

· Traceability Platform for Cold Food (中国提案)

· Carbon Neutrality（中国提案）

· 電子B/L（中国提案）

· Trusted Communication Platform for e-Document（Part3: Blockchain based implementation guide）（韓国提案）
４－７．今後の予定
· 第2回業界横断EDIタスクフォース会議：9月12日

· 国連CEFACT総会：10月10日～11日
· ISO TC154総会：10月12日～13日
· 第2回国際連携タスクフォース会議：10月26日
以 上
　
資料：
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